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３Ｄプリンターの材料技術の開発動向と市場展開
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★　技術編では、金属材料、細胞、ポリ乳酸を扱った3D プリンター研究の動向を詳述

★　市場編では、3D プリンターの製品タイプ別の特徴と価格帯の見通し、3D プリンター用造形材料などを網羅

　
　３Ｄプリンターがトレンドになったのは三つの大きな要因がある。一つは、熱溶融積層方式の３Ｄプリンターの特許が2009年に失効し、
低価格の３Ｄプリンターが販売されるようになったことである。二つ目は、2012年に、クリス・アンダーソン氏が著した『MAKERS』で、３Ｄプリ
ンターがインターネットのように産業構造に大きな革命をもたらすと予想したことである。三つ目は、2013年の一般教書演説においてオバ
マ大統領が製造業の復活を掲げ、３Ｄプリンターの研究開発の強化を表明し、低価格な３Ｄプリンターが普及したことである。
　この背景には、熱溶融積層法、光造形法、レーザー焼結法の三種類の製法が、ここ数年で全て特許切れとなり、各社の開発が活発に
なった状況がある。それゆえ、３Ｄプリンターの価格は下落傾向であり、現在では1台あたりの価格は2～ 3万円程度の機種まで登場して
おり、2014年と比べても価格は10分の1まで低下している。2014年の３Ｄプリンターの出荷台数は、コンシューマー向け装置の普及が浸
透するという背景から96,000台と見込み、2020年には1,096,000台と飛躍的に拡大すると予測する。
　他方、３Ｄプリンターで使用するフィラメントには、アクリル系樹脂が使用されるUV硬化型樹脂系とABSが多く使用される熱可塑性樹脂
系の二種類がある。2012年の金額ベースの構成比は同程度であるが、将来的には小型のインクジェット式プリンターの需要増加に伴
い、UV硬化型樹脂系の比率が拡大し、UV硬化型樹脂系の2015年の市場は、前年比178.0％の2,298億円と増加し、2020年には8,360
億円まで拡大していく。
　本書では、市場編として、３Ｄプリンターの製品タイプ別の特徴と価格帯の見通しや３Ｄプリンター用造形材料の市場・参入メーカーの
動向などを網羅した。技術編では金属材料、細胞、ポリ乳酸を扱った３Ｄプリンター研究の最新動向を掲載している。
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①　3Dsystems ㉙　ユニチカ ⑦　富士通
②　Stratasys（米国） ⑧　国土地理院
③　Makerbot（米国） 7　航空・自動車業界の動向 ⑨　豊通マシナリー
④　Voxeljet（ドイツ） 7.1　概要 ⑩　清水建設
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⑱　ローランドディー.ジー. ⑬　Opel（ドイツ） 2.3　3Dプリンタの課題
⑲　セイコーエプソン ⑭　NorskTitaniumComponents（ノルウェー） 3　次世代型産業用3Dプリンタ技術開発
⑳　キヤノン ⑮　KoenigseggAutomotibeAB（スウェーデン） 3.1　事業の背景および目的
㉑　アビー ⑯　Space X（米国） 3.2　開発目標
㉒　イグアス ⑰　三菱重工業 3.3　事業内容
㉓　シェフィールド大学（英国） ⑱　IHI 3.4　3D積層造形技術開発

7.3　3Dプリンターが自転車業界に与える影響 3.5　開発体制及びスケジュール
4　金属3Dプリンター 4　おわりに

4.1　概要 8　電子回路業界の動向
4.2　金属3Dプリンター市場 8.1　概要 第3章　3D人工臓器の創製
4.3　金属3Dプリンターメーカーの動向 8.2　電子機器関連メーカーの動向 大阪大学　松崎典弥、明石満

①　EOS（ドイツ） ①　NANODIMENSION（イスラエル） 1　はじめに
②　Lithoz（ドイツ） ②　Camtek（イスラエル） 2　3D人工臓器構築の激化する国際競争
③　NASA ③　Optoma（米国） 3　3D人工臓器構築のアプローチ
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⑥　ExOne（ドイツ） ⑥　PaloAltoResearchCenter（米国） 6　細胞集積法による毛細血管・リンパ管網を有する三次元組織体の構築

⑦　IonCore（英国） ⑦　AgIC 7　細胞のインクジェットプリント制御
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⑨　松浦機械製作所 9　医療・ヘルスケア業界の動向 9　おわりに
⑩　金属技研 9.1　概要
⑪　ソディック 9.2　NEDOの動向 第4章　3Dプリンタ用バイオベースマテリアルの開発
⑫　コイワイ 9.3　医療・ヘルスケアメーカーの動向 京都工芸繊維大学　増谷一成、池尻祐希、今井祐貴子、徐于懿、木村良晴

⑬　群栄化学工業 ①　ネクスト21 1　はじめに
⑭　武藤工業 ②　AlignTechnology（米国） 2　3プリンター樹脂市場

③　Organovo（米国） 3　樹脂の3D造形方法
5　3Dプリンター用造形材料 ④　JMC 4　3D造形方法の成形マテリアル
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5.2　3Dプリンター用造形材料の市場動向 ⑥　八十島プロシード 6　新しい機能性樹脂フィラメント
5.3　各種造形材料の市場規模と動向 ⑦　NTTデータエンジニアリングシステムズ 7　バイオベースマテリアル
5.4　各種造形材料の特徴 ⑧　名古屋市立大学 8　3Dプリンター用に利用されているバイオベースマテリアル

5.4.1　PLA ⑨　バイオメット・ジャパン 9　3Dプリンター用成形マテリアルに利用するポリ乳酸の研究開発の紹介

5.4.2　ABSとPLAの比較 ⑩　循環器病研究センター研究所 10　粉末積層型PLA
5.4.3　ナイロン ⑪　シーメンス・ヒヤリング・インスツルメンツ 11　おわりに
5.4.4　ポリカーボネート ⑫　京都大学


